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１．趣 旨 

平成 27 年 4 月から新しい地域支援事業がスタートし、各地で生活支援コーディネーターの活

動や協議体の運営が始まっています。 

各自治体において地域包括ケアシステムの戦略的な展開が求められる中、生活支援コーディ

ネーターは、住民の主体的な取り組みに寄り添い、協議体における関係者とのネットワークのも

と、地域づくりの視点から役割を発揮することが求められています。 

本セミナーでは、地域支援事業をめぐる政策動向や地域包括ケアシステムの基本的な考え方を

学ぶとともに、協議体、生活支援コーディネーターの実践等から学び合うことを通して、今後の

活動のあり方について考えます。 

２．主  催 社会福祉法人 全国社会福祉協議会 

３．運営企画 

新地域支援構想会議 

構成メンバー（順不同）：公益財団法人 さわやか福祉財団/認定特定非営利活動法

人 市民福祉団体全国協議会/住民参加型在宅福祉サービス団体全国連絡会/特定

非営利活動法人 全国移動サービスネットワーク/社会福祉法人 全国社会福祉協

議会/全国農業協同組合中央会/一般社団法人 全国老人給食協力会/公益財団法人 

全国老人クラブ連合会/宅老所･グループホーム全国ネットワーク/特定非営利活

動法人 地域ケア政策ネットワーク/一般財団法人 長寿社会開発センター/特定非

営利活動法人 日本ＮＰＯセンター/日本生活協同組合連合会/一般社団法人 シル

バーサービス振興会（ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ） 

４．期  日 平成 28年 10月 19日（水） 

５．対   象 

○生活支援コーディネーター（地域支え合い推進員） 

○行政・自治体関係者 

○助け合い活動、生活支援サービスを行う NPO、ボランティア団体、

住民参加による生活支援サービスや助け合い活動を推進している

関係団体 

○生協、農協、社会福祉協議会等関係者    等 

６．会  場 
全国社会福祉協議会 灘尾ホール 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関3-3-2 新霞が関ビルLB階 

７．定  員 300名 ※定員になり次第、締め切りとさせていただきます 

８．参 加 費 3,000円 

９．プログラム ※裏面をご覧ください 

平成 28 年度 

生活支援コーディネーター研究協議会 
～助け合いのある地域づくりをどう進めるか 

開催要綱 



 プログラム                                    

10:30～10:40 開会・挨拶 

10:40～11:25 

（45 分） 

【行政説明】 

「新しい地域支援事業をめぐる動向と 

生活支援コーディネーターへの期待」 

 

厚生労働省老健局振興課（調整中） 

11:25～12:25 

（60 分） 

【講演】 

「日本の地域包括ケアシステムにおけるサービス提供体制の考え方」 

 

 生活支援コーディネーターが果たすべき役割を考えるため、地域包括ケ

アシステムを必要としている日本の背景や国際的な潮流、地域包括ケアの

基本的な考え方と今後の展開等について、地域包括ケア研究会の委員であ

る講師から講演をいただきます。 

講師／兵庫県立大学大学院 教授 筒井 孝子氏 

12:25～13:10 

（45 分） 
昼食・休憩 

13:10～15：40 

（150 分） 

※途中休憩有 

【シンポジウム】 

「地域づくりにむけた 

協議体、生活支援コーディネーターの役割と活動の実際」 

 生活支援体制整備事業が始まり、協議体の運営や生活支援コーディネー

ターの活動について、関係者の模索のなかから様々な試みが生み出されつ

つあります。本シンポジウムでは、行政の担当者や生活支援コーディネー

ターの立場から地域づくりにむけた地域支援事業の展開、生活支援コー

ディネーターとしての活動の実際、協議体の効果や課題等をご報告いただ

き、これからの活動のあり方について考えます。 

 

シンポジスト／ 

松戸市福祉長寿部 介護制度改革課 課長  中沢 豊氏 

安城市社会福祉協議会 地域福祉課 地域福祉係長 吉村 了子氏 

竹田市経済活性化促進協議会 活性化推進室 

事業支援員 高木 佳奈枝氏 

 

コーディネーター／日本大学    教授 諏訪 徹氏 

15:40～15:55 

（15 分） 
休憩 

15:55～17:25 

（90 分） 

【グループディスカッション】 

シンポジウムでの報告や議論を踏まえ、それぞれが生活支援コーディ

ネーターの活動について感じている課題等を共有するとともに、相互に活

動のヒントを学び合い、交流を図ります。 

 

コーディネーター／日本大学   教授 諏訪 徹氏 

17:25 閉会 



10．申込期限 
平成 28 年 10 月 3 日（月）〔定員になり次第、締切とさせてい

ただきます〕 

11．申込方法 

○別添の参加申込書により、名鉄観光サービス㈱新霞が関支店宛

にお申し込みください。折り返し同社より参加券および参加費

の振込依頼書等をお届けいたします。 

○参加費等のお支払いは、期日までにお済ませください。 

○当日は、参加券をご持参ください。 

12.事前アンケート 

○グループディスカッションの運営の参考とさせていただきま

すので、申し込みの際に、別紙事前アンケートにご協力くださ

いますようお願いします。 

○事前アンケートの様式は、下記ホームページに掲載しています

のでご活用ください。 

地域福祉・ボランティア情報ネットワーク http://www.zcwvc.net/ 

○ご記入いただいたアンケートは、メールにて事務局

（z-chiiki@shakyo.or.jp）までお送りいただくか、参加申込書

とともに名鉄観光宛に FAX にてお送りください。 

12．個人情報の 

取り扱い  

本研究協議会につきましては、個人情報保護における取扱契約

を「名鉄観光サービス㈱新霞が関支店」と交わしたうえで、同

社に上記の業務を委託しております。「参加申込書」に記載され

た個人情報は、運営管理の目的にのみ利用させていただきます。

なお、本研究協議会の資料に参加者の氏名・所属・役職を掲載

いたします。 

 

＜研修内容の問い合わせ先＞ 

全国社会福祉協議会地域福祉部（担当：水谷、志村）z-chiiki@shakyo.or.jp 

〒100-8980 東京都千代田区霞が関 3-3-2 新霞が関ビル 

TEL. 03-3581-4655 FAX. 03-3581-7858 

 ※参加等の申込・参加券の送付・参加費の支払い等については、「参加申込書」をご覧のう

え、名鉄観光サービス新霞が関支店にお問い合わせください。 

 

http://www.zcwvc.net/
mailto:z-chiiki@shakyo.or.jp


会場のご案内 

全国社会福祉協議会・灘尾ホール 

〒100-8980東京都千代田区霞が関３-３-２ 新霞が関ビル LB階 

 

 

□ 交通のご案内 

 

 
 

・地下鉄 銀座線 「虎ノ門駅」５番出口より徒歩５分 

・地下鉄 千代田線／丸の内線／日比谷線 「霞ヶ関駅」Ａ１３番出口より徒歩８分 

・地下鉄 千代田線／丸の内線 「国会議事堂前駅」３番出口より徒歩５分 

 


